














































































































































































































































































































　　x2 ＋ 14x ＋ 48 ＝（x ＋ a）（x ＋ b）
と因数分解できればよいので右辺を展開した形との比較で，
　　（x ＋ a）（x ＋ b）＝ x2 ＋（a ＋ b）x ＋ ab
となることから，






　　（ax ＋ b）（cx ＋ d）＝ acx2 ＋（ad ＋ bc）x ＋ bd
という展開の逆の式変形を活用して，２次式の因数分解をせよ，ということである。
　２次式の因数分解は，２次方程式の解の公式によって２つの解を求め，その２解を利用
して記述できるのであるが，ここでは，係数の組として，a， b 及び c， dを，たすきのよ
うにかけ算してうまく見つけることを学ぶわけである。
　この解法をアルゴリズムとして理解しプログラミング的に捉えるような指導はどうであ
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　Ａ， Ｂの平均値をそれぞれ x ， y ，分散をそれぞれ sx2， sy2，標準偏差をそれぞれ sx ，
sy  とし，ＡとＢの共分散を sxy とした。また，相関係数は r とした。








　ここで，分散 sx2，標準偏差 sx ，共分散 sxy ，相関係数 r を求める式については，そ
れぞれ次のように定義されていることを理解した上での具体的な計算について，表を活用









































































































・数学Ⅰ Ａｄｖａｎｃｅｄ（高等学校数学用 文部科学省検定済み教科書 平成28年２月28日
検定済み），東京書籍（平成31年２月）
・数学Ⅰ Ａｄｖａｎｃｅｄ（デジタルコンテンツ），東京書籍（平成31年２月）
・改訂版 数学Ⅰ（文部科学省検定済み教科書 高等学校数学用 平成28年２月25日検定済
み），数研出版（平成31年１月）
・詳説 数学Ⅰ－改訂版－（文部科学省検定済み教科書 高等学校数学用 平成28年２月25
日検定済み），新興出版社啓林館（平成30年12月）
・関数グラフソフトＧＲＡＰＥＳ パーフェクトガイド改訂新版：友田勝久，文栄堂（2003
年５月）
・関数グラフソフトＧＲＡＰＥＳ：https://tomodak.com/grapes/
